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はりゴン 

 ３年生は、本校を卒業された４名の先輩
方を招いて、２月１０日（金）に「卒業生
を囲む会」を実施しました。全体会で紹介
を受けた後、各班に分かれてお話を伺いま
した。先輩方は現在、それぞれ製造・事務・
販売の３分野で活躍されています。毎日働
く中で、嬉しかったことややりがいを感じ
たこと、毎日の生活で心掛けていることな
ど、とても丁寧に話してくださいました。
卒業を目前に社会人になることに不安な
気持ちになっている３年生が多いのです
が、先輩方もかつては自分たちと同じ不安
を感じていたことがわかりました。先輩方
はそれを乗り越え、社会人として立派に活
躍されています。同じ気持ちが共有できる
中、励まされ勇気をいただくことができま
した。 

 〒６７９－４００２ たつの市揖西町中垣内乙１３５番地１ 
 TEL（０７９１）６６－００９１  U R L http://www.hyogo-c.ed.jp/~harima-sn/ 
 FAX（０７９１）６６－００９２  E-mail harima-sn@hyogo-c.ed.jp 

 

卒業生を囲んで ３年 
 寄宿舎で懇話会を行いました。３年間を振り返っ
て思うことや、寄宿舎生活をして楽しかったこと、
後輩に伝えたいことなどを話しました。みんな思い
出話をしながら、残り少ない寄宿舎で過ごす時間を
楽しめたと思います。 
 退舎式では、卒業生代表から後輩へのメッセージ
や、栄養教諭・調理員さんへのお礼の挨拶をしまし
た。記念品やメッセージカード、退舎証書を受け取
りました。 
 送別会では、棟ごとに行いました。男子棟では、
舎生と職員を交えて卓球大会をしました。白熱した
試合で応援にも熱が入りました。女子棟では、在校
生がゲームを考えたり、飾りを作るなど準備から頑
張りました。卒業生からの温かい言葉や、思い出話
に花を咲かせたり、ゲームで盛り上がりました。 
 卒業後もそれぞれ元気で頑張ってほしいと思い
ます。 

懇話会＆退舎式・送別会 

 ３月１７日（金）１年生が校外学習を実施しました。JR
本竜野駅から乗車して、姫路駅から班別行動をしました。
ピオレ姫路店内のおみやげ館、ジュンク堂、無印良品、ロ
フトなどで班ごとに買い物をしました。その後みゆき通
りやおみぞ筋に移動して、たい焼きやクレープなどのス
イーツを堪能しました。家族のためにお土産を購入する
生徒もいました。昼食は、マクドナルド、サイゼリア、餃
子の王将、CoCo 壱番屋、ココノハなど班ごとに決めた店
に行き、各自食べたい物を注文して、楽しく過ごしまし
た。生徒たちは買い物をするために、自分でお金を支払
い、残金を記録して計算をする学習をすることもできま
した。 
就業技術科と普通科・総合ビジネス科の生徒がクラス

の枠を超えて一緒に活動し、意見を出し合い助け合うこ
とでお互いを知るきっかけになりました。何より笑顔を
たくさん見ることができた１日になりました。 

 

 

交通事故防止で表彰 
 兵庫県警本部交通部が主催の「令和４年度高校
生交通事故防止アクションプログラム」に参加し
ました。第１ステージでは自転車交通事故防止の
学習、第２ステージでは、１年生を対象に自転車
交通安全テストを実施、第３ステージで無事故無
違反（全生徒対象）を達成しました。 
 昨年に引き続き交通部長賞の表彰が行われ、自
転車通学生を代表して生徒会生活委員長がたつ
の警察署交通課の方から表彰を受けました。これ
からも交通ルールとマナーを守って、自転車を安
全に運転し、交通事故防止に努める気持ちを再確
認しました。 

第 54回卒業証書授与式 
 ２月２５日（土）第５４回卒業証書授与式を厳粛かつ
温かな雰囲気の中、挙行いたしました。普通科６名、職
業科１名、就業技術科３１名、計３８名が卒業しまし
た。卒業生は皆、凛々しく堂々とした態度で、卒業証書
を受け取りました。 
コロナ禍にみまわれ、学校生活の大部分が厳しい制

限を強いられた学年でしたが、工夫して前向きに取組
み、常に楽しもうとしてきた姿が印象的です。 
卒業生に感謝の気持ちを伝えた送辞では、先輩と後

輩の絆を感じました。在校生は微動だにせず、後方から
見守っていました。 
３年間の学校生活の思い出と、大切な仲間を得た喜

び、苦しいときに寄り添ってくれた保護者・仲間・先生
への感謝の気持ちを述べた答辞には、感動と同時に成
長を感じました。進む道はさまざまですが、今後の活躍
を心よりお祈り申し上げます。 
 
 


